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 本校の運動会の終わりを待ってくれていたかのように，本格的な梅雨の季節となりました。保護者

の皆様には，運動会の準備から当日の補助，そして後片付けと大変お世話になりました。おかげさま

で，本年度のスローガンである「あきらめず 輝く僕らが 一番星」の下，誰一人あきらめることなく，

全員が頑張りぬくことができた運動会だったと感じています。ありがとうございました。 

 大きな行事を終えた子どもたちは，一段と成長し，新たな気持ちで日々の学習に取り組んでいま

す。今回の運動会で身に着けた様々な力を，これからの生活に活かしていくことができるよう，温か

く，そして時には厳しく，教職員一丸となって指導に取り組んでまいりますので，保護者や地域の皆

様のお力添えをお願いいたします。 

 なお，HP に令和５年度の学校評価書（学校経営方針及び，今年度の取組の具体策等）を掲載しまし

たので，併せてご覧ください。 

令和５年度 運動会 田西っ子たちの頑張る姿 

優勝旗等入場 開会式 応援合戦・赤組 

応援合戦・白組 １・２年生 チェッコリ玉入れ 

３・４年生 オペレーションダンス 

１・２年生 たにしちゃんと一緒 

５・６年生 田西 SOHRAN 

リレー 閉会式 ５・６年生 応援綱引き 

３・４年生 田西台風 



 なかよし週間（教育相談）実施中です 

 

 

   

 

 

 

 

 

あいさつ運動を行いました 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 家庭学習強化週間が始まります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６月１９日（月）から２２日（木）まで，２校時と３校時の間の休み時間を活用して，担任と児童が教育

相談を行っており，一人一人の不安や悩みを深く知り，今後の指導に生かすための，大変貴重な機会

となっています。 

本校のすべての児童が，安心して生活することができるようにするためには，児童の思いを傾聴

し，内面に根ざしながら，学校と家庭が連携して取り組んでいくことが何よりも大切です。７月２１日

（金）からは，個人懇談も予定されておりますので，気になることがありましたら，遠慮なく担任にお

知らせください。 

６月１３日（月）から１６日（金）までの１週間，地域・保護者の皆様，児童会の皆さんであいさつ 

運動を行いました。日頃は，大きな声であいさつをするのを恥じらう児童も，たくさんの人から 

声をかけられるせいか，元気に応答する姿が数多く見られました。 

６月の児童の生活目標は，「相手の目をみて元気にあいさつしよう」となっています。自明のことで

すが，あいさつは，人と人とがより良い関係を築くための第一歩です。相手の目を見て，気持ちよい

あいさつができるよう，ぜひご家庭でも話題にしていただけるようお願いいたします。 

 

６月２３日（金）から２９日（木）まで，本年度 1 回目の「家庭学習強化週間」が行われます。 

学校から，児童一人一人に，何にどれくらい取り組んだのかを記録する用紙と，自主学習のメニュ

ー例を配付してあります。努力の跡をお家の方に毎日見ていただき，担任に提出することになって

いますので，ご協力をお願いいたします。 

さて，児童が毎日の連絡に活用している「宮っ子ダイアリー」の中に，家庭学習に関するページが

あるのをご存じでしょうか。そこには，以下のようなことが記載されています。 

 

 

 

 

 

先日，教室に行ったとき，ある女子児童から「この漢字って何て読むんですか？」という質問を受

け，正解を教えたところ，すぐに用例を調べ，その場で習得しようとする姿を目にしました。真の学

力向上には，家庭学習の習慣化を含め，受け身ではなく，「分からないことはそのままにしない」，

「自分から知ろうとする」とする姿勢が大切であることを再認識させられた瞬間でした。 

〇家庭学習は，「自分で学び続けることができる力」を育むよい機会にもなります。 

 ⇒我々大人を含め，現在求められているのは，「自ら学び続けること」です。この変 

 化の激しい時代を生き抜くためには，知識や技能を自身でアップデートしていくこ

とが必要です。そのためにも，家庭学習の習慣化が大切なのではないでしょうか。 


